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紺
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華
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お
よ
び
心
経
・
阿
弥
陀
経
に
つ
い
て

一

は
じ
め
に

愛
知
県
知
多
半
島
、
羽
豆
岬
突
端
に
位
置
す
る
羽は

豆ず

神
社
に
は
、
紺
紙
金
字
法

華
経
八
巻
と
心
経
・
阿
弥
陀
経
一
巻
（
以
下
、
本
経
と
す
る
）
が
伝
わ
り
、
愛
知

県
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
法
華
経
巻
第
一
の
巻
頭
に
は

見
返
絵
が
附
さ
れ
、
宋
由
来
の
説
法
図
と
、
二
十
八
品
か
ら
採
取
さ
れ
た
説
相
図

の
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
1
、
2
）。

本
経
と
同
様
の
見
返
し
を
持
つ
作
品
と
し
て
は
他
に
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術

館
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
所
蔵
す
る
「
紺
紙
金
字
法
華
経
巻
第
一
」（
以
下
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
、

ス
ペ
ン
サ
ー
本
）
が
あ
る
。
こ
の
二
巻
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
あ
る
い
は
南
北
朝
の

制
作
と
さ
れ
て
い
る（
1
）。

一
方
、
本
経
に
は
一
色
道
範
の
施
入
銘
が
あ
り
、
応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）

頃
の
制
作
と
判
明
す
る
。
こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
な
相
関
関
係
に
あ
る
の
か
。
本
経

は
、
郷
土
史
誌
類（
2
）に
紹
介
さ
れ
る
程
度
で
、
詳
細
な
論
考
は
こ
れ
ま
で
な
さ

れ
て
い
な
い
。
今
回
幸
い
に
も
調
査
の
機
会
を
得
た
の
で
、
美
術
史
的
位
置
付
け

を
含
め
た
検
討
を
加
え
た
い
。

一
、
現
状

本
経
全
九
巻
は
巻
子
装
で
、
輪

宝
の
蒔
絵
を
あ
し
ら
っ
た
黒
漆
塗

の
内
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
外

箱
は
明
治
二
十
一
年
に
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
軸
首
は
八
角
水
晶

で
、
上
下
と
も
欠
失
し
て
い
る
巻

が
多
い
。
紐
は
、
巻
第
一
の
み
後

補
の
交
織
組
紐
が
つ
い
て
い
る

が
、
他
の
巻
に
は
紫
色
の
平
打
組

紐
の
痕
跡
が
残
る
。

金
泥
塗
の
表
紙
に
は
、
紺
紙

に
金
字
で
「
妙
法
蓮
華
経
巻
第
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二

□
」（
巻
第
一
〜
第
八
）、「
心
阿
弥
陀
経
」
と
書
か
れ
た
題
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

巻
第
一
を
開
く
と
、
見
返
し
に
赤
味
を
帯
び
た
金
泥
で
描
か
れ
た
、
精
緻
で
見
事

な
経
意
絵
（
図
2
）
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
一
紙
半
の
横
長
の
大
画
面
に
八

巻
分
の
経
意
絵
が
集
約
さ
れ
て
お
り
、
見
返
絵
が
描
か
れ
る
の
は
こ
の
巻
第
一
の

み
で
あ
る
。
こ
の
見
返
し
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
法
量
に
つ
い
て
は
別

表
1
、
2
に
示
し
た
。

全
巻
を
通
し
て
、
一
・
九
セ
ン
チ
幅
の
銀
界
線
に
、
金
泥
で
経
文
が
書
か
れ
て

い
る
。紙
幅
は
四
六
・
六
セ
ン
チ
前
後
の
も
の
が
最
も
多
く
、一
紙
に
つ
き
二
四
行
、

一
行
に
十
七
字
が
配
さ
れ
る
。

表
紙
に
継
が
れ
た
本
紙
は
、
二
行
分
を
空
け
て
主
題
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
点
は

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
と
も
共
通
し
て
い
る（
3
）。

経
文
の
字
は
全
体
的
に
謹
直
で
、
特
に
巻
第
一
は
室
町
時
代
の
制
作
と
は
一
見

し
て
判
断
が
つ
き
に
く
い
ほ
ど
の
古
様
な
筆
致
で
、
能
筆
の
者
の
手
に
よ
る
。
巻

第
五
や
六
な
ど
は
些
か
癖
の
あ
る
字
が
見
受
け
ら
れ
、
複
数
人
で
分
担
さ
れ
た
こ

と
が
判
る
。

本
紙
に
は
大
き
な
虫
損
や
破
損
な
ど
は
無
く
、
金
銀
泥
は
輝
き
を
保
ち
、
保
存

状
態
は
良
好
で
あ
る
。

二
、
伝
来

本
経
の
伝
わ
る
羽
豆
神
社
は
、
白
鳳
時
代
の
創
建
と
さ
れ
て
い
る
。『
南
知
多

師
崎
誌
』
に
よ
る
と
、
地
形
を
あ
ら
わ
す
「
張
出
」
か
ら
「
羽
豆
」
に
な
っ
た
と

も
、
祭
神
で
あ
る
建
稲
種
命
の
尊
称
「
ハ
タ
ガ
シ
ラ
」
か
ら
「
幡
頭
」
の
語
が
用

い
ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る（
4
）。
元
亨
年
間
に
熱
田
大
宮
司
摂
津
守
親
昌
が

こ
の
地
に
築
城
し
、
現
在
境
内
は
城
址
と
な
っ
て
い
る
。
当
社
に
は
数
々
の
宝
物

が
伝
世
さ
れ
て
お
り
、
写
経
で
は
本
経
以
外
に
、
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）
書
写

の
折
本
大
般
若
経
六
百
巻
も
存
す
る
。
宮
司
は
代
々
間
瀬
家
が
務
め
、
現
当
主
が

本
経
を
管
理
さ
れ
て
い
る
。

本
経
の
制
作
年
代
は
、
巻
第
一
の
見
返
し
の
次
に
継
が
れ
た
、
一
色
道
範
に
よ

る
施
入
願
文
（
図
3
）
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。

奉
施
入　

尾
張
國
幡
頭
崎
大
明
神
御
宝
前

　

紺
紙
金
泥
妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻
并
心
阿
弥
陀
経
各
一
巻

右
意
趣
者
奉
為　

天
長
地
久
國
土
豊
饒
殊
武
運
長
久

子
孫
繁
栄
息
災
安
穏
寿
命
長
遠
随
順　

上
意

飽
足
捧
禄
心
中　

所
願
二
世
悉
地
一
々
圓
満
仍

所
奉
施
入
如
件

　
　
　

一
色

　
　
　
　
　

従
五
位
上
修
理
大
夫
源
朝
臣

　

應
永
十
五
年
戌
子
卯
月　

日
沙
弥
道
範
（
花
押
）

道
範
が
応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）
に
自
ら
の
武
運
長
久
と
子
孫
繁
栄
を
願
い

奉
納
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
色
氏
は
室
町
幕
府
四
職
家
の
一
つ
で
あ
る
。
足
利
泰
氏
の
子
公こ
う
し
ん深
が
三
河
国

幡
豆
郡
吉
良
荘
一
色
郷
に
地
頭
と
し
て
住
し
、
一
色
氏
を
名
乗
っ
た
。
道
範
は
、

貞
治
五
年（
一
三
六
六
）、詮
範
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。明
徳
三
年（
一
三
九
二
）
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表
1　

羽
豆
神
社
本 

法
量

巻第一 巻第二 巻第三 巻第四 巻第五 巻第六 巻第七 巻第八 心阿弥
陀経

天地 27.6 27.7 27.8 27.7 27.7 27.6 27.7 27.7 27.6 
界高 21.1 21.4 21.4 21.2 21.4 21.2 21.3 21.1 21.4 
界幅 1.9 1.9 1.9 1.9 1.9 1.9 1.9 1.9 1.9 

見返し幅 71.7 21.6 21.8 21.6 21.6 21.7 21.7 21.6 21.6 
第１紙幅 22.6 46.4 46.5 46.3 46.5 46.5 46.2 44.5 44.7 
第２紙幅 5.4 46.6 46.7 46.6 46.7 46.6 46.5 46.2 37.3 
第３紙幅 46.7 46.7 46.8 46.6 46.8 46.7 46.5 46.6 40.7 
第４紙幅 21.5 46.7 46.7 46.7 46.7 46.8 46.6 46.6 36.7 
第５紙幅 3.6 46.6 46.7 46.4 46.5 46.6 46.5 46.4 44.4 
第６紙幅 23.4 46.6 46.7 42.8 40.2 46.7 37.0 46.5 42.8 
第７紙幅 46.7 46.6 46.6 42.7 46.7 46.3 44.3 46.4 29.0 
第８紙幅 46.7 46.5 46.6 42.4 46.5 46.5 46.4 46.3 23.5 
第９紙幅 46.6 46.6 46.6 46.2 46.6 46.6 46.5 46.0 
第 10 紙幅 46.8 46.6 46.7 46.2 46.5 46.6 46.5 43.0 
第 11 紙幅 46.8 46.7 46.6 46.3 46.6 46.4 46.6 42.1 
第 12 紙幅 46.7 46.5 46.6 46.6 46.6 46.4 46.4 40.6 
第 13 紙幅 46.5 46.5 46.6 46.5 46.6 46.4 42.5 46.4 
第 14 紙幅 46.6 46.7 46.6 46.4 46.6 46.6 46.3 37.0 
第 15 紙幅 46.1 46.5 46.6 44.5 46.7 46.6 46.4 46.5 
第 16 紙幅 46.7 46.5 44.5 46.3 46.6 46.5 11.4 46.4 
第 17 紙幅 46.7 46.5 46.5 46.6 46.6 46.4 34.6 46.5 
第 18 紙幅 46.7 46.6 46.5 46.5 46.6 46.4 44.3 46.2 
第 19 紙幅 44.7 46.7 46.5 46.4 46.5 46.5 36.7 9.7 
第 20 紙幅 46.4 45.9 46.5 46.4 42.6 46.5 38.5 14.0 
第 21 紙幅 19.0 46.5 44.7 36.5 46.5 46.5 19.4 
第 22 紙幅 14.4 46.5 46.2 7.4 31.0 29.1 21.5 
第 23 紙幅 46.5 44.3 14.5 40.9 8.4 27.1 
第 24 紙幅 46.3 25.0 9.2 15.1 
第 25 紙幅 44.3 33.0 17.5 
第 26 紙幅 9.5 
全長 879.0 1192.2 1145.1 995.4 1070.9 1036.3 969.0 855.5 320.7 

単位：cm

表
2　

  

羽
豆
神
社
本
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
ス
ペ
ン
サ
ー

本　

法
量
比
較
表

羽豆神社本 クリーブランド本 スペンサー本
制作地 日本 日本 日本
制作世紀 15 13 13
本紙紙高 27.6 27.7 27.6

見返し画面高さ 24.2 24.4 23.4

見返し画面長さ 69.6
（45.2 ＋ 26.5）

78.5
（51.0 ＋ 29.5）

77.1
（52.7 ＋ 26.6）

見返し縦横比 2.96 3.21 3.29
見返し天　余白 1.7 1.7 2.1
見返し地　余白 1.7 1.6 2.0 

界高 21.1 21.7 20.5
界幅（５行） 9.75 10.3 9.5
天界 3.0 2.6 3.3
地界 3.4 3.3 3.7
紙長最少 3.6 50.7 52.1
紙長最大 46.8 51.6 52.8

単位：cm 須藤氏論文（注３）より転載
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五

に
丹
後
、
伊
勢
の
守
護
と
な
り
、
応
永
十
三
年
（
一
四
〇
六
）
か
ら
若
狭
、
尾
張

知
多
、
若
狭
今
富
領
主
と
な
っ
た（
5
）。「
道
範
」
の
名
は
、
も
と
は
「
満
範
」
で

あ
っ
た
が
応
永
八
年
（
一
四
〇
一
）
に
剃
髪
し
て
以
降
称
し
た
法
名
で
あ
る
（
本

稿
で
は
便
宜
上
「
道
範
」
と
統
一
す
る
）。

本
経
を
施
入
し
た
応
永
十
五
年
の
末
に
は
、
小
笠
原
明
鎮
の
弟
安
芸
守
長
正
ら

一
族
が
三
河
に
叛
し
、
道
範
が
こ
れ
を
幡
豆
郡
に
討
っ
て
い
る
。
そ
の
翌
月
、
応

永
十
六
年
正
月
に
道
範
は
四
十
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
小
浜
の
長
泉
寺
、
知
多
の

慈
光
寺
、
丹
後
の
慈
光
寺
に
そ
の
位
牌
が
あ
る
。

道
範
は
生
前
、
本
経
の
他
に
、
以
下
の
三
部
の
法
華
経
を
奉
納
し
た
こ
と
が
、

田
中
塊
堂
氏
の
「
一
色
道
範
と
そ
の
納
経
」（
6
）の
中
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

○
比
叡
山

同
氏
は
叡
山
本
に
つ
い
て「
い
ま
こ
ゝ
に
完
存
せ
る
一
部
を
一
商
鋪
に
見
る
…
」

と
し
て
い
る
が
、
現
在
の
所
蔵
は
不
明
で
あ
る
。
願
文（
7
）
か
ら
応
永
九
年

（
一
四
〇
二
）
に
叡
山
僧
が
書
写
し
た
こ
と
は
読
み
取
れ
る
が
、
ど
こ
に
奉
納
さ

れ
た
の
か
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

氏
の
詳
細
な
記
述（
8
）に
よ
る
と
、
箱
と
表
紙
の
図
様
は
羽
豆
神
社
本
と
は
異

な
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、
見
返
し
や
本
文
の
体
裁
は
、
ほ
ぼ
同
様
と
言
っ
て

い
い
だ
ろ
う
。

○
住
吉
社

早
稲
田
大
学
の
荻
野
研
究
室
収
集
文
書
の
中
に
、「
一
色
満
範
紺
紙
金
泥
経
施

入
識
語
」
と
し
て
願
文
部
分
の
み
切
り
取
ら
れ
た
も
の
が
、
新
し
く
巻
子
装
に
装

訂
さ
れ
、
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
願
文（
9
）に
よ
る
と
、
応
永
十
一
年
（
一
四
〇
四
）

九
月
に
奉
納
さ
れ
た
。

断
簡
な
の
で
全
体
像
は
判
然
と
し
な
い
が
、
応
永
九
年
と
十
五
年
奉
納
の
も
の

に
見
返
し
絵
が
付
さ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
同
十
一
年
に
奉
納
さ
れ
た
本
経
に
も

附
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
願
文
の
ほ
か
が
散
逸
し
て
い
る

の
が
残
念
で
あ
る
。

○
熱
田
社

田
中
氏
に
よ
る
と
、
現
在
の
熱
田
神
宮
に
は
道
範
奉
納
の
法
華
経
は
な
く
、
寛

政
三
年
四
月
の
大
宮
司
千
秋
家
の
神
宝
目
録
（
写
本
）
の
中
に
そ
の
記
述
が
あ
っ

た
と
い
う
。

一
、
法
華
経
一
部　

應
永
十
五
年
戌
子
卯
月

一
色
従
五
位
修
理
大
夫
源
朝
臣
沙
弥
道
範

不
動
院
文
書
中
の
紺
紙
金
泥
妙
法
蓮
華
経
が
こ
れ
に
あ
た
り
、
巻
第
八
の
巻
末

図
3　

巻
第
一　

願
文
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六

に
熱
田
社
に
施
入
し
た
旨
の
願
文
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
本
経
の
願
文
と
ほ

ぼ
同
文（
10
）で
、
施
入
日
は
「
卯
月
二
日
」
と
あ
る
。
巻
第
一
の
所
在
は
不
明
の

た
め
、
見
返
し
を
確
認
す
る
術
は
無
い
が
、
本
経
と
奉
納
日
が
近
い
こ
と
か
ら
、

お
お
よ
そ
同
じ
よ
う
な
装
訂
が
施
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

羽
豆
神
社
本
に
話
を
戻
す
と
、
施
入
文
が
あ
る
の
は
巻
第
一
の
み
で
、
巻
末
は

経
文
の
あ
と
に
尾
題
で
終
わ
る
。
と
こ
ろ
が
、
巻
第
二
以
降
は
、
奥
書
が
切
り
取

ら
れ
、
尾
題
の
後
に
「
應
永
十
五
年
戌
卯
月
」
の
み
が
貼
り
継
が
れ
て
い
る
。
巻

第
二
か
ら
巻
第
八
と
心
経
・
阿
弥
陀
経
に
は
本
来
同
じ
奥
書
が
あ
っ
た
が
、
何
ら

か
の
事
情
で
切
り
取
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
ら
は
経
箱
の
中
に
納
め
ら
れ
て
（
図

4
）
お
り
、
巻
第
一
の
そ
れ
と
全
く
同
じ
文
言
で
あ
っ
た
。
巻
第
一
も
尾
題
の
あ

と
に
一
行
空
け
て
紙
継
が
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
も
と
も
と
は
巻
末
の
尾
題
の
あ

と
に
施
入
文
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
切
り
離
さ
れ
、
巻
首
の
見
返

し
の
後
に
継
ぎ
直
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
紺
紙
金
泥
法
花
経
入
注
文
」
と
墨
書
さ
れ
た
一
紙
の
文
書
も
付
属

さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

奉
施
入
幡
頭
崎
大
明
神
御
経
入
注
文

紺
紙
金
泥
法
花
経
一
部
八
巻
并
心
阿
弥
陀
経
一
巻

　
　
　
　
　

己
上
九
巻

　

御
料
紙
紺
紙

　

御
字
金
泥

　

御
軸
水
精

　

御
紐
紫
組

図
4　

本
紙
巻
末
よ
り
切
り
取
ら
れ
た
願
文
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紺
紙
金
字
法
華
経
お
よ
び
心
経
・
阿
弥
陀
経
に
つ
い
て

七

　

御
箱
蒔
絵　

御
紋
輪
宝

　

御
く
り
か
た　

な
ん
り
や
う

　
　
　
　
　
　
　

輪
宝

　

御
打
敷　

赤
地
綿

　
　
　

以
上　
　
　
　
　

一
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
五
位
上
修
理
大
夫
源
朝
臣

　
　

應
永
十
五
年
戌
子
卯
月
廿
五
日　

沙
弥
道
範
（
花
押
）

す
な
わ
ち
、
施
入
し
た
日
付
は
四
月
二
十
五
日
で
あ
り
、
打
敷
は
見
当
た
ら
な

い
が
、そ
れ
以
外
は
ほ
ぼ
原
装
を
今
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

施
入
文
に
「
幡
頭
崎
大
明
神
」
と
あ
る
よ
う
に
、
道
範
が
そ
の
神
前
に
奉
り
、

以
後
約
六
百
年
間
、
移
動
す
る
こ
と
な
く
こ
の
地
に
伝
来
し
て
い
る
。

三
、
見
返
絵
の
図
様

（
一
）
画
題

前
述
し
た
よ
う
に
、
巻
第
一
に
は
見
返
絵
が
附
さ
れ
て
お
り
、
八
巻
分
の
経
意

絵
が
描
か
れ
て
い
る
。画
面
枠
は
三
ミ
リ
幅
の
子
持
ち
罫
で
、横
六
九
・
六
セ
ン
チ
、

縦
二
四
・
二
セ
ン
チ
、
経
文
の
界
線
よ
り
三
セ
ン
チ
ほ
ど
高
さ
が
あ
る
。
そ
の
中

に
描
か
れ
る
モ
チ
ー
フ
を
見
て
い
く
。

画
面
を
大
き
く
二
分
す
る
と
、
右
側
は
釈
迦
の
説
法
図
、
左
側
は
法
華
経
の
説

相
図
に
分
け
ら
れ
る
（
図
2
）。
こ
の
構
図
は
、
平
安
時
代
以
降
の
日
本
作
の
見

返
絵
に
よ
く
見
ら
れ
る
正
面
向
き
の
釈
迦
説
法
図
と
は
異
な
り
、
栗
棘
庵
所
蔵
の

南
宋
版
法
華
経
の
見
返
し
絵
（
図
5
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
精
緻
な
露
台
に
斜

め
向
き
の
説
法
図
を
踏
襲
し
て
い
る
。
但
し
、
本
経
の
釈
迦
の
背
後
に
描
か
れ
る

鷲
の
頭
の
形
を
し
た
霊
鷲
山
は
、
日
本
作
で
の
み
見
受
け
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ

り
、
中
国
の
見
返
絵
で
は
管
見
の
限
り
見
出
せ
な
い
。

釈
迦
の
肌
は
金
泥
で
塗
ら

れ
、唇
に
は
朱
が
点
じ
て
あ
る
。

釈
迦
の
坐
す
須
弥
壇
は
大
き
な

露
台
の
上
に
あ
り
い
ず
れ
も
頭

光
の
あ
る
四
菩
薩
、
四
天
王
、

二
僧
が
囲
繞
す
る
。
須
弥
壇
に

向
か
っ
て
四
人
の
僧
が
座
り
、

そ
の
後
ろ
に
頭
光
の
あ
る
七
人

と
、頭
光
の
な
い
二
人
が
座
る
。

こ
の
囲
繞
衆
と
聴
聞
衆
は
比
較

的
丁
寧
に
描
か
れ
、
例
え
ば
露

台
の
聴
聞
衆
の
顔
や
衣
装
な
ど

は
、
一
人
ひ
と
り
描
き
分
け
よ

う
と
い
う
意
図
が
感
じ
ら
れ
る

（
図
6
）。

左
側
の
説
相
図
に
描
か
れ
る

法
華
経
の
画
題
は
、
表
3
に
一

覧
化
し
た
。
ま
ず
法
華
経
巻
第

一
序
品
に
説
か
れ
る
「
六
趣
衆

図
5　

栗
棘
庵
所
蔵
宋
版
法
華
経 

巻
第
一
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八

生
」
が
釈
迦
の
白
毫
光
中
に
描
か
れ
る
（
H
①
）。
そ
の
左
下
に
、
方
便
品
に
説

く
仏
道
を
成
ず
る
と
こ
ろ
の
造
仏
像
、
造
仏
画
、
さ
ら
に
童
子
が
塔
を
作
り
礼
拝

す
る
場
面
が
描
か
れ
る
（
H
②
）。
巻
第
二
か
ら
は
譬
喩
品
に
あ
る
「
三
車
火
宅
」

（
H
③
）、
信
解
品
の
「
長
者
窮
子
」（
H
④
）、
巻
第
三
か
ら
は
龍
が
雨
を
降
ら
す

「
三
草
二
木
」（
H
⑤
）、
授
記
品
に
あ
る
「
大
王
饗
膳
」（
H
⑥
）、
化
城
喩
品
の

梵
天
勧
請
に
お
け
る
三
宮
殿
（
H
⑦
）
と
「
化
城
宝
処
」（
H
⑧
）
の
場
面
が
描

か
れ
る
。
巻
第
四
は
法
師
品
「
五
種
法
師
」（
H
⑨
）、「
高
原
穿
鑿
」（
H
⑩
）、

見
宝
塔
品
の
六
角
形
の
多
宝
塔
（
H
⑪
）、
巻
五
か
ら
は
提
婆
達
多
品
に
お
け
る

海
中
湧
出
の
文
殊
菩
薩
（
H
⑫
）、
同
品
の
竜
女
成
仏
の
場
面
（
H
⑬
）。
巻
第
六

か
ら
は
分
別
功
徳
品
の
僧
坊
造
立
の
場
面
（
H
⑭
）、
随
喜
功
徳
品
の
高
座
説
教

（
H
⑮
）
の
場
面
。
巻
第
七
か
ら
は
常
不
軽
菩
薩
品
（
H
⑯
）、
嘱
累
品
の
摩
頂
付

嘱
（
H
⑰
）
の
場
面
。
巻
第
八
か
ら
は
観
世
音
菩
薩
普
門
品
の
偈
中
の
住
人
の

十
二
の
難
の
う
ち
、
大
水
難
、
須
弥
堕
難
、
枷
鎖
難
の
場
面
（
H
⑱
）、
普
賢
菩

薩
勧
発
品
の
普
賢
影
向
（
H
⑲
）
の
画
題
が
採
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
画
題
は
、
先
に
挙
げ
た
栗
棘
庵
本
の
よ
う
な
、
七
巻
本
の
宋
版
法
華

経
に
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、
Ｈ
⑨
の
横
に
並
ん
だ
僧
や
Ｈ
⑩
の
高
原
穿
鑿
の
場
面

の
み
が
宋
版
で
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
画
題
で
あ
る
。

（
二
）
ス
ペ
ン
サ
ー
本
お
よ
び
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
と
の
比
較

本
経
と
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
と
は
、
説
相
図
の
画
題
そ
の

も
の
が
一
致
し
、
説
法
図
を
含
め
全
体
の
図
様
や
そ
の
配
置
も
似
通
っ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
の
制
作
と
も
さ
れ
る
両
本
と
本
経
に
は
ど
の
よ
う
な
相
違
点
が
あ
る
の

か
、
表
3
の
C
①
〜
C
⑲
、
S
①
〜
S
⑲
の
各
画
題
ご
と
に
比
較
し
て
み
る
。
両

本
の
金
泥
の
筆
法
や
表
現
に
関
し
て
は
、
須
藤
氏
の
詳
細
な
論
考（
11
）が
あ
る
の

で
、
こ
こ
で
は
羽
豆
神
社
本
と
の
図
様
の
比
較
に
絞
っ
て
述
べ
る
。

①
白
毫
光
中
の
六
趣
の
衆
生
は
、
三
本
と
も
酷
似
し
て
描
か
れ
る
。
畜
生
道
の
馬

は
金
泥
が
塗
ら
れ
、
牛
に
は
塗
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

図
6　

囲
繞
衆
と
聴
聞
衆
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紺
紙
金
字
法
華
経
お
よ
び
心
経
・
阿
弥
陀
経
に
つ
い
て

九

る
。
た
だ
し
、ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
釈
迦
の
光
背
が
若
干
簡
略
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

②
仏
像
を
造
る
場
面
が
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
の
み
刀
の
持
ち
方
が
違
っ
た
り
、

仏
画
の
背
景
が
ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
み
塗
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
り
と
、相
違
が
あ
る
。

仏
塔
を
礼
拝
す
る
場
面
は
、童
子
と
仏
塔
の
配
置
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
が
、

童
子
や
仏
塔
の
形
そ
の
も
の
は
共
通
し
て
い
る
。

③
ま
ず
、
邸
宅
の
外
に
あ
る
三
車
は
、
羽
豆
神
社
本
は
上
か
ら
牛
・
羊
・
鹿
、
ク

リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
は
牛
・
鹿
・
羊
、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
は
羊
・
鹿
・
牛
と
配
置
が
異

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
羽
豆
本
と
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
は
牛
車
が
一
番
大
き
く
描

き
分
け
ら
れ
る
が
、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
は
装
飾
は
各
車
異
な
る
も
の
の
、
大
き
さ
は

同
じ
で
あ
る
。
邸
宅
内
の
庭
に
描
か
れ
る
魑
魅
魍
魎
は
、
配
置
は
異
な
っ
て
い
る

が
、
単
体
の
形
は
似
通
っ
て
い
る
。
邸
宅
、
門
、
回
廊
な
ど
の
建
造
物
は
そ
れ
ぞ

れ
、
相
違
点
が
あ
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
回
廊
に
は
脚
が
描
か
れ
る
。

④
窮
子
が
橋
を
渡
り
長
者
の
使
者
に
見
え
る
場
面
で
あ
る
が
、
羽
豆
神
社
本
と
ク

リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
は
、
岩
の
隙
間
か
ら
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
ス
ペ
ン

サ
ー
本
で
は
粗
末
な
小
屋
が
描
か
れ
て
い
る
。
長
者
に
財
宝
を
与
え
ら
れ
る
場
面

に
な
る
と
、
三
本
と
も
酷
似
し
た
図
様
に
な
っ
て
い
る
。
窮
子
の
手
前
に
あ
る
木

の
生
え
た
山
容
は
、
羽
豆
神
社
本
と
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
で
は
同
一
の
も
の
が
描

か
れ
る
。

⑤
雷
雲
に
乗
っ
た
龍
が
雨
を
降
ら
す
図
様
で
あ
る
。
雲
の
下
に
あ
る
二
本
の
樹
木

の
左
方
は
羽
豆
神
社
本
と
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
は
腰
を
ひ
ね
っ
た
よ
う
な
同
じ
形

を
し
、
右
側
の
樹
木
は
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
と
ス
ペ
ン
サ
ー
本
が
同
一
の
形
を
し

て
い
る
。
龍
は
す
べ
て
似
て
い
る
が
、
雲
の
描
き
方
が
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
は
よ

り
丁
寧
で
あ
る
。

⑥
大
王
の
従
者
が
羽
豆
神
社
本
は
一
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
他
二
本
は
三
人
で
あ

る
。
一
方
、
食
事
を
与
え
ら
れ
る
男
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
み
三
人
で
、
他
二
本

は
二
人
で
あ
る
。
大
王
の
天
蓋
傘
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
が
装
飾
的
に
描
か
れ
る
。

⑦
三
つ
の
宮
殿
は
、
向
き
も
配
置
も
含
め
、
ほ
ぼ
同
様
だ
が
、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
が

他
二
本
に
比
べ
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宮
殿
の
下
の
雲
気
は
ク
リ
ー
ブ
ラ

ン
ド
本
が
よ
り
精
緻
に
描
か
れ
る
。

⑧
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
の
み
化
城
の
門
が
開
い
て
い
る
。
他
二
本
は
同
図
様
で
あ

る
。
羽
豆
神
社
本
で
は
城
内
に
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
で
は
塀
の
外
に
樹
木
が
描

か
れ
る
。
こ
れ
は
⑤
の
三
草
二
木
の
喩
で
雨
が
樹
木
を
潤
す
場
面
を
含
ん
で
い
る

の
だ
ろ
う
。

⑨
ス
ペ
ン
サ
ー
本
で
は
、
僧
は
経
を
読
誦
・
暗
誦
・
書
写
す
る
三
人
を
描
く
が
、

羽
豆
神
社
本
と
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
で
は
受
持
す
る
僧
が
一
人
増
え
る
。
ま
た
、

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
は
僧
房
の
屋
根
は
描
か
れ
な
い
。

⑩
高
原
穿
鑿
の
場
面
で
あ
る
が
、
井
戸
を
掘
る
二
人
の
男
は
三
本
と
も
ほ
ぼ
同
じ

格
好
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
背
景
に
関
し
て
は
異
な
っ
て
お
り
、
羽
豆
神
社
本

は
樹
木
や
山
容
を
描
き
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
は
細
か
い
雲
気
を
描
く
。
全
体
的

に
も
そ
う
し
た
表
現
が
多
い
。

⑪
六
角
形
の
多
宝
塔
は
す
べ
て
同
様
の
図
様
だ
が
、
手
前
の
礼
拝
す
る
菩
薩
の
配

置
が
異
な
る
。
羽
豆
神
社
本
の
み
一
直
線
だ
が
、
菩
薩
の
衣
は
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

本
と
同
じ
よ
う
な
描
き
分
け
が
さ
れ
て
い
る
。

⑫
文
殊
菩
薩
の
光
背
の
描
き
方
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
す
べ
て
肌
身
は
金
泥
が

塗
ら
れ
、
い
さ
さ
か
ス
ペ
ン
サ
ー
本
が
衣
の
面
積
が
広
い
分
簡
略
的
か
。
波
涛
文

様
や
雲
気
な
ど
は
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
が
細
か
い
。
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〇

⑬
そ
れ
ぞ
れ
で
僧
の
人
数
が
異
な
る
。
ま
た
ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
み
釈
迦
が
二
重
光

背
に
な
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
異
な
る
が
、
龍
女
の
姿
に
関
し
て
は
酷
似
す
る
。

⑭
僧
房
の
壁
や
柱
は
各
々
異
な
っ
て
い
る
。
屋
根
に
関
し
て
は
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
本
の
み
す
べ
て
瓦
が
葺
か
れ
て
い
て
、
他
二
本
は
途
中
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

⑮
三
本
と
も
同
図
様
で
、
後
ろ
の
樹
木
は
羽
豆
神
社
本
と
ス
ペ
ン
サ
ー
本
が
似

通
っ
て
い
る
。

⑯
ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
み
迫
害
者
が
一
人
少
な
い
が
、
二
人
の
格
好
は
他
二
本
と
同

様
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
羽
豆
神
社
本
に
は
山
が
描
か
れ
る
。

⑰
摩
頂
付
嘱
の
場
面
で
あ
る
が
、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
み
菩
薩
の
肌
身
が
塗
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
り
、釈
迦
の
背
後
の
僧
に
頭
光
が
な
か
っ
た
り
と
異
な
る
。
し
か
し
、

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
の
み
摩
頂
を
受
け
る
菩
薩
が
こ
ち
ら
側
を
向
い
て
い
た
り

と
、
各
々
相
違
が
あ
る
。

⑱
羽
豆
神
社
本
と
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
で
は
観
音
が
岩
上
に
描
か
れ
る
が
、
ス
ペ

ン
サ
ー
本
で
は
虚
空
の
円
相
中
に
描
か
れ
る
。ま
た
、船
の
屋
台
が
一
際
大
き
か
っ

た
り
、
拷
問
具
の
後
ろ
で
祈
る
男
の
格
好
が
異
な
っ
た
り
と
、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
だ

け
特
異
で
あ
る
。

⑲
普
賢
菩
薩
の
顔
の
傾
き
や
天
衣
の
た
な
び
き
、
白
象
の
表
情
や
装
身
具
な
ど
細

か
な
違
い
は
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
同
一
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

四
、
考
察

前
章
で
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
と
の
詳
細
な
図
様
の
比
較
を

行
っ
た
が
、
三
者
そ
れ
ぞ
れ
に
他
の
二
本
と
似
通
う
表
現
、
異
な
る
表
現
が
見
ら

れ
た
。
例
え
ば
、
画
題
②
で
は
羽
豆
神
社
本
と
ス
ペ
ン
サ
ー
本
が
共
通
す
る
図
様

で
あ
る
一
方
で
、
画
題
④
で
は
羽
豆
神
社
本
と
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
が
共
通
し
た

図
様
を
持
つ
。
従
来
、
鎌
倉
時
代
、
十
三
世
紀
の
作
と
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
応
永
十
五
年
、
十
五
世
紀
初
頭
の
制
作
と
判
明
し
て
い
る
羽
豆
神
社
本
と
、

酷
似
す
る
図
様
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
に
疑
念
が
生
じ
る
。比
較
を
通
し
て
、

相
互
に
転
写
関
係
に
無
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
本
の
存
在
が

あ
る
と
し
て
も
、
一
世
紀
以
上
の
隔
た
り
が
あ
る
の
に
こ
う
近
似
し
た
法
量
（
表

2
）
や
図
様
で
写
経
制
作
が
で
き
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

前
章
（
一
）
で
も
述
べ
た
が
、
本
経
は
、
宋
版
経
の
見
返
絵
に
あ
る
よ
う
な
斜

め
向
き
構
図
の
釈
迦
説
法
図
に
、
霊
鷲
山
を
描
き
こ
む
と
い
っ
た
日
本
固
有
の
表

現
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
説
法
図
を
持
つ
法
華
経
見
返
絵
は
、
東
京
・
竹

本
泰
一
氏
所
蔵
の
「
色
紙
法
華
経
」
に
も
附
さ
れ
て
い
る
。
七
巻
に
調
巻
さ
れ
る

宋
版
経
と
は
異
な
り
、
八
巻
本
で
、
紺
紙
に
金
泥
で
描
か
れ
た
正
方
形
の
見
返
絵

（
図
7
）
に
、
色
紙
墨
書
の
経
文
部
分
が
継
が
れ
て
い
る
。
経
文
部
分
は
十
一
世

紀
頃
の
制
作
と
さ
れ（
12
）、
後
世
に
な
っ
て
見
返
し
が
附
け
ら
れ
た
。
巻
第
一
の
見

返
し
は
、
通
常
宋
版
の
見
返
絵
の
右
側
に
描
か
れ
る
説
法
図
の
み
が
、
画
面
を
占

め
て
い
る
。
こ
の
霊
鷲
山
の
形
も
そ
う
で
あ
る
が
、
釈
迦
の
上
の
天
蓋
の
形
は
、

三
本
の
そ
れ
と
酷
似
し
て
い
る
。
竹
本
氏
本
の
巻
第
二
で
描
か
れ
る
、
火
宅
は
回

廊
の
形
に
描
か
れ
（
図
8
）、
塀
の
よ
う
に
描
か
れ
た
三
本
よ
り
、
南
宋
版
に
忠

実
に
描
か
れ
て
い
る
。
巻
第
三
で
は
、
三
草
二
木
の
農
家
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

家
（
図
9
）
が
、
ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
S
④
の
窮
子
の
あ
ば
ら
小
屋
と
し
て
描
か
れ

る
家
、
さ
ら
に
樹
木
の
形
ま
で
そ
っ
く
り
な
の
で
あ
る
。
こ
の
図
様
は
、
先
行
す

る
南
宋
版
に
お
い
て
は
、
三
草
二
木
の
場
面
に
あ
り
、
や
は
り
こ
こ
で
も
竹
本
氏
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一

本
が
宋
版
に
忠
実
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

南
宋
版
に
描
か
れ
な
い
画
題
と
し
て
、
⑨
の
法
師
品
の
僧
は
、
竹
本
氏
本
は
羽

豆
神
社
本
と
同
じ
く
四
人
描
か
れ
る（
13
）。
ま
た
、
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
）
に

刊
行
さ
れ
た
臨
川
寺
版
や
賢
学
版
の
よ
う
な
、
宋
版
経
を
八
巻
に
再
構
成
し
た
見

返
絵
を
も
つ
版
経
の
存
在
も
あ
る
。ス
ペ
ン
サ
ー
本
と
羽
豆
神
社
本
で
は
描
か
れ
、

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
で
描
か
れ
な
か
っ
た
⑨
の
僧
坊
の
屋
根
が
、
竹
本
氏
本
で
も

臨
川
寺
版
で
も
描
か
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
点
を
ふ
ま
え
、
七
巻
本
を
八
巻
に
調
巻
し
た
も
の
と
、
一
巻
に

集
約
し
た
も
の
と
の
違
い
を
差
し
引
い
て
も
、
三
本
に
比
べ
、
竹
本
氏
本
の
見
返

絵
が
よ
り
古
様
で
宋
版
に
忠
実
な
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

竹
本
氏
本
の
天
地
の
余
白
に
描
か
れ
た
蓮
華
草
と
蓮
弁
の
装
飾
文
様
は
、
須
藤

氏
に
よ
る
と
「
十
四
世
紀
以
降
の
日
本
で
の
制
作
を
物
語
っ
て
い
る
」
と
い
う（
14
）。

ま
た
、
梶
谷
亮
治
氏
も
「
こ
の
系
統
の
見
返
絵
を
と
も
な
う
版
経
は
南
北
朝
以
降

い
く
ら
か
流
布
し
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
本
経
巻
の
見
返
絵
と
は

構
図
、
内
容
と
も
に
き
わ
め
て
近
い
」「
本
見
返
絵
が
描
か
れ
た
の
は
、
臨
川
寺

版
の
成
立
を
さ
ほ
ど
離
れ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
」
と
し
て
い
る（
15
）。

大
陸
よ
り
将
来
さ
れ
た
南
宋
版
の
法
華
経
見
返
絵
は
、
そ
の
ま
ま
写
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
八
巻
に
構
成
し
た
り
、
図
様
を
取
捨
選
択
し
た
り
と
い
っ
た
和
様
化

の
過
程
を
経
、
ま
ず
早
い
段
階
で
、
奈
良
国
立
博
物
館
な
ど
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る

「
紺
紙
金
字
一
字
宝
塔
法
華
経
」（16
）い
わ
ゆ
る
心
西
願
経
が
長
寛
元
年
（
一
一
六
三
）

に
制
作
さ
れ
た
。
心
西
願
経
に
は
正
方
形
の
見
返
し
に
南
宋
版
の
左
半
分
に
説
相

図
が
描
か
れ
る
が
、
そ
の
頃
の
日
本
の
装
飾
経
は
、
正
方
形
の
見
返
し
に
、
霊
鷲

山
を
背
に
し
た
正
面
向
き
の
釈
迦
説
法
図
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
同
時

図
7　

竹
本
氏
本
色
紙
法
華
経　

巻
第
一
（
部
分
）

図
8　

  

竹
本
氏
本
色
紙
法
華
経

巻
第
二
（
部
分
）

図
9　
  
竹
本
氏
本
色
紙
法
華
経　

巻
第
三
（
部
分
）



荒　

巻　

史　

枝

一
二

表
3ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

パ
ブ
リ
ッ
ク

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

（
Ｓ
）

羽
豆
神
社
（
Ｈ
）

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

美
術
館

（
Ｃ
）

①
巻
第
一

序
品
第
一

②
巻
第
一

方
便
品
第
二

③
巻
第
二

譬
喩
品
第
三

④
巻
第
二

信
解
品
第
四

⑤
巻
第
三

薬
草
喩
品
第
五

⑥
巻
第
三

授
記
品
第
六

⑦
巻
第
三

化
城
喩
品
第
七

⑧
巻
第
三

化
城
喩
品
第
七

⑨
巻
第
四

法
師
品
第
十

⑩
巻
第
四

法
師
品
第
十
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一
三

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

パ
ブ
リ
ッ
ク

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

（
Ｓ
）

羽
豆
神
社
（
Ｈ
）

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

美
術
館

（
Ｃ
）

⑪
巻
第
四

見
宝
塔
品
第
十
一

⑫
巻
第
五

提
婆
達
多
品
第
十
二

⑬
巻
第
五

提
婆
達
多
品
第
十
二

⑭
巻
第
六

分
別
功
徳
品
第
十
七

⑮
巻
第
六

随
喜
功
徳
品
第
十
八

⑯
巻
第
七

常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十

⑰
巻
第
七

嘱
累
品
第
二
十
二

⑱
巻
第
八

観
世
音
菩
薩
普
門
品

第
二
十
五

⑲
巻
第
八

普
賢
菩
薩
勧
発
品

第
二
十
八



荒　

巻　

史　

枝

一
四

代
日
本
作
の
法
華
経
見
返
絵
で
心
西
願
経
の
類
似
作
例
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
か

ら
約
二
世
紀
の
の
ち
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
）
に
、
南
宋
版
の
趣
き
を
そ
の
ま
ま

に
、
八
巻
本
の
臨
川
寺
版
な
ど
が
刊
行
さ
れ
た
。
版
経
と
写
経
の
違
い
は
あ
る
も

の
の
臨
川
寺
版
と
竹
本
氏
本
の
見
返
絵
の
図
様
は
非
常
に
近
し
い
も
の
が
あ
り
、

執
筆
者
も
梶
谷
氏
の
説
に
同
意
し
、
竹
本
氏
本
は
十
四
世
紀
半
ば
以
降
に
制
作
さ

れ
た
と
考
え
る
。
こ
の
頃
ま
で
に
、
見
返
絵
を
持
つ
宋
元
版
法
華
経
が
多
く
刊
行

さ
れ
、
ま
た
高
麗
で
も
紺
紙
に
金
泥
で
描
か
れ
た
精
緻
な
見
返
絵
の
あ
る
法
華
経

が
制
作
さ
れ
、
日
本
に
将
来
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
流
れ
の
中
で
竹
本
氏
本

の
よ
う
な
見
返
絵
が
生
ま
れ
た
と
み
る
の
は
ご
く
自
然
で
あ
り
、
そ
れ
を
一
図
に

纏
め
る
動
き
が
出
て
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
本
経
や
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
、

ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
祖
本
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
、
十
四
世
紀
中
に
成
立
し
た
の
で

は
な
い
か
。

諸
先
学
に
よ
る
と
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
は
「
宋
代
」「
十
三
世
紀
後
半
」、
ス
ペ

ン
サ
ー
本
は
「
鎌
倉
中
期
」「
十
三
世
紀
後
半
」「
十
四
世
紀
」
と
、
制
作
年
代
を

様
々
に
推
測
さ
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
は
三
本
の
中
で
も
最

も
精
緻
に
描
か
れ
、
古
様
な
図
様
も
あ
る
。
だ
が
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
や
ス
ペ

ン
サ
ー
本
と
、
竹
本
氏
本
や
羽
豆
神
社
本
の
間
に
、
一
世
紀
以
上
の
隔
た
り
が
あ

る
と
は
明
言
し
が
た
い
。

制
作
時
期
と
し
て
は
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
が
十
四
世
紀
後
半
、
応
永
十
五
年

（
一
四
〇
八
）
奉
納
の
羽
豆
神
社
本
が
そ
れ
に
次
ぎ
、、
そ
し
て
ス
ペ
ン
サ
ー
本
は

十
五
世
紀
前
半
以
降
に
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

南
宋
版
七
巻
本
の
法
華
経
見
返
絵
を
、
日
本
に
お
い
て
八
巻
に
改
変
し
、
さ
ら

に
説
法
図
と
取
捨
選
択
し
た
説
相
図
を
う
ま
く
配
置
し
、
一
図
に
仕
立
て
た
と
い

う
特
異
な
例
の
見
返
絵
に
つ
い
て
、
現
存
作
例
三
本
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
本
と
ス
ペ
ン
サ
ー
本
の
制
作
時
期

が
類
推
で
き
た
。

本
経
は
、
一
色
道
範
と
い
う
篤
信
の
一
守
護
大
名
が
制
作
者
と
な
っ
た
見
返
絵

を
も
つ
法
華
経
で
、
且
つ
制
作
の
意
図
と
時
期
が
判
明
す
る
点
、
さ
ら
に
そ
の
九

巻
が
完
存
し
て
い
る
と
い
う
点
で
も
、
非
常
に
貴
重
な
作
例
で
あ
る
。
応
永
十
五

年
と
い
う
室
町
中
期
に
お
い
て
、
こ
れ
だ
け
優
れ
た
見
返
絵
を
描
い
た
高
度
な
技

術
を
持
つ
経
師
の
存
在
が
示
さ
れ
る
こ
と
は
、
美
術
史
的
に
も
大
変
意
義
深
い
。

経
師
の
工
房
の
問
題
に
も
あ
た
ら
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
そ
れ
を
考
え
る
上
で
、
応

永
八
年
に
仏
道
に
入
っ
た
道
範
が
、
翌
九
年
に
奉
納
し
た
法
華
経
は
、
叡
山
僧
に

書
写
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
本
経
の
巻
第
一
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
、
見
事
な
筆
致
の
経
文
を
書
く
写
経
僧
と
、
複
雑
な
過
程
を
経
て
成
立
し

た
祖
本
を
写
し
描
く
絵
師
を
も
ち
併
せ
る
写
経
所
は
、
お
そ
ら
く
叡
山
に
あ
る
と

推
測
す
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

本
経
の
存
在
は
、
こ
れ
ま
で
制
作
年
代
の
判
明
し
な
か
っ
た
、
異
国
に
渡
っ
た

二
作
例
に
つ
い
て
、
少
し
な
り
と
も
制
作
時
期
に
つ
い
て
の
示
唆
を
与
え
た
と
い

う
点
に
お
い
て
も
、
大
変
価
値
の
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
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一
五

注

（
1
） 
ス
ペ
ン
サ
ー
本
に
関
し
て
は
、
反
町
茂
雄
『
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵　

日

本
絵
入
本
及
絵
本
目
録
』（
弘
文
荘
、昭
和
五
十
三
年
六
月
）
に
「
鎌
倉
中
期
写
」「
上

杉
家
旧
蔵
」
と
あ
り
、
ま
た
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
『
物
語
絵Tales of Japan

』（
展

覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
昭
和
六
十
二
年
二
月
〜
五
月
開
催
）
に
「
南
北
朝
時
代
（
十
四

世
紀
）」
と
あ
る
。

 

　

須
藤
弘
敏
「
経
絵
に
映
る
宋
と
日
本
」（「
國
華
」
第
一
三
七
六
号
、
國
華
社
、

平
成
二
十
二
年
六
月
）
に
、「
所
蔵
す
る
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
は
一
九
七
〇
年

に
購
入
し
て
以
来
、
宋
時
代
の
写
経
と
し
て
い
る
」
と
あ
り
、
須
藤
氏
は
両
本
に

つ
い
て
「
十
三
世
紀
後
半
」
と
す
る
。

（
2
） 

『
日
本
の
写
経
』（
京
都
書
院
、
昭
和
六
十
二
年
）、『
愛
知
県
の
文
化
財
』（
文
化
庁
・

愛
知
県
教
育
委
員
会
、
平
成
七
年
）、『
愛
知
県
史
別
編
文
化
財
2
絵
画
』（
愛
知
県

史
編
さ
ん
委
員
会
、
平
成
二
十
三
年
）
等

（
3
） 

二
行
の
空
白
に
つ
い
て
、
須
藤
弘
敏
氏
は
、「
経
絵
に
映
る
宋
と
日
本
」（「
國
華
」

第
一
三
七
六
号
、
國
華
社
、
平
成
二
十
二
年
六
月
）
に
お
い
て
「
宋
版
経
や
高
麗

経
で
は
巻
頭
に
空
白
行
を
設
け
る
習
慣
は
な
く
、
逆
に
日
本
で
は
一
行
空
け
る
の

が
通
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
唐
末
五
代
書
写
の
蘇
州
瑞
光
寺
塔
出
土
「
紺
紙
金
字

法
華
経
」
は
巻
頭
の
二
行
を
空
け
て
い
る
。
宋
の
経
巻
の
現
存
例
は
す
べ
て
版
本

で
あ
る
た
め
、
銀
字
写
経
に
お
い
て
こ
の
二
行
を
空
け
る
形
式
が
継
承
さ
れ
て
い

た
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
高
麗
や
日
本
の
形
式
で
は
な
く
中
国

の
紺
紙
経
に
の
み
先
例
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
4
） 

西
村
傳
之
助
『
南
知
多
師
崎
誌
』（
誠
文
社
、
昭
和
九
年
）

（
5
） 

「
若
狭
守
護
職
次
第
」（
塙
保
己
一
『
群
書
類
従
』
第
四
輯 

補
任
部 

訂
正
3
版
、
続

群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
五
十
四
年
）

（
6
） 

田
中
塊
堂
「
一
色
道
範
と
そ
の
納
経
」（「
史
迹
と
美
術
」
第
２
０
２
号
、
史
迹
美

術
同
攷
会
、
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
）

（
7
） 

「
右
意
趣
者
為
天
下
泰
平
國
土
安
穏
殊
武
運
長
久

 

　

子
孫
繁
栄
息
災
延
命
心
中
所
願
皆
令
満
足

 

　

所
奉
施
入
如
件　
　
　
　
　

一
色
修
理
大
夫
入
道

 

　

應
永
九
年
壬
午
七
月
七
日　
　
　
　
　
　

沙
弥
道
範

 
 

叡
山
本
院
南
谷
住
侶
幸
朝
書
之
」

（
8
） 

前
掲
（
6
）
に
〔
鍍
金
透
彫
の
盒
形
の
金
属
製
容
器
に
四
巻
を
並
べ
そ
の
上
に
取

外
し
の
便
を
考
へ
て
凹
字
型
の
入
た
鈑
二
線
を
横
た
へ
、
そ
れ
に
一
巻
宛
四
巻
を

抱
か
せ
て
二
段
に
納
め
て
あ
り
、
保
存
の
よ
い
こ
と
〕、〔
表
紙
は
薄
紫
の
縑
紙
を

金
銀
砂
子
を
以
て
三
段
に
区
切
り
、
上
段
に
は
比
較
的
大
き
な
切
箔
を
下
段
に
は

中
切
箔
を
以
て
埋
め
中
段
に
は
斑
濃
霞
を
金
銀
振
分
に
或
い
は
雲
形
に
吹
付
け
た

装
飾
方
法
で
そ
れ
に
紺
紙
金
泥
書
の
題
簽
が
あ
つ
て
そ
の
下
を
紫
の
絹
紐
が
帯
を

な
し
て
ゐ
る
〕、〔
軸
は
八
角
水
晶
で
見
返
し
は
ま
ば
ゆ
き
ほ
ど
の
金
箔
押
に
な
つ

て
ゐ
る
。
こ
れ
が
紺
紙
に
接
続
し
て
金
泥
の
説
相
図
が
顕
は
れ
る
。
図
面
の
四
囲

は
子
持
罫
を
以
て
劃
し
、
右
端
に
釈
迦
牟
尼
が
結
跏
趺
坐
し
阿
羅
漢
衆
に
囲
繞
さ

れ
…
〕、〔
こ
の
説
相
図
は
序
品
の
み
に
あ
つ
て
他
の
巻
に
は
画
か
れ
て
ゐ
な
い
。

即
ち
全
巻
の
経
絵
を
こ
の
一
巻
に
画
き
収
め
た
の
で
あ
る
。
本
文
の
紺
紙
は
一
紙

一
尺
七
寸
二
分
高
さ
九
寸
二
分
の
も
の
に
高
さ
六
寸
九
分
巾
六
分
三
厘
の
銀
罫
を

施
し
〕
等
と
あ
る
。

（
9
） 

「
奉
施
入　

住
吉
大
明
神
御
宝
前

 

　
　

紺
紙
金
泥
妙
法
蓮
華
経　

一
部
八
巻
並

 

　
　

般
若
心
経　

阿
弥
陀
経　

各
一
部

 

　
　

右
意
趣
為　

天
長
地
久
國
土
安
穏
殊
信
心
施
主

 

　
　

武
運
長
久
子
孫
繁
栄
息
災
延
命
現
當
二
世
所
願
成
就

 

　
　

皆
令
満
足
所
奉
施
入
如
件

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
色
修
理
大
夫
入
道

 

　
　
　

應
永
十
一
年
甲
申
九
月　
　

日　

沙
弥
道
範
（
花
押
）」　

（
10
） 

「
奉
施
入　

尾
張
國
熱
田
大
明
神
御
宝
前

 

　
　

紺
紙
金
泥
妙
法
蓮
華
経
一
部
八
巻
并
心
阿
弥
陀
経
各
一
巻



荒　

巻　

史　

枝

一
六

 

　
　

右
意
趣
者
奉
為　

天
長
地
久
國
土
豊
饒
殊
武
運
長
久

 
　
　

子
孫
繁
栄
息
災
安
穏
寿
命
長
遠
随
順　

上
意

 
　
　

飽
足
捧
禄
心
中
所
願
一
々
圓
満
仍

 

　
　

所
奉
施
入
如
件

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
色
従
五
位
上
修
理
大
夫
源
朝
臣

 

　
　
　

應
永
十
五
年
戌
子
卯
月
二
日　

沙
弥
道
範
（
花
押
）」

（
11
） 

須
藤
弘
敏
「
経
絵
に
映
る
宋
と
日
本
」（「
國
華
」
第
一
三
七
六
号
、
國
華
社
、
平

成
二
十
二
年
六
月
）

（
12
） 

奈
良
国
立
博
物
館
編
『
法
華
経 

写
経
と
荘
厳
』（
東
京
美
術
、
昭
和
六
十
三
年
）

四
三
四
―
四
三
五
頁

（
13
） 

兜
木
正
亨
『
法
華
版
経
の
研
究
』（
平
楽
寺
書
店
、
昭
和
二
十
九
年
）
所
収
の
臨
川

寺
版
法
華
経
に
は
、
五
人
の
僧
が
刻
さ
れ
て
い
た
。

（
14
） 

前
掲
（
11
）
二
十
二
頁

（
15
） 

前
掲
（
12
）
に
同
じ

（
16
）
完
存
は
し
て
い
な
い
が
、
も
と
は
八
巻
に
「
無
量
義
経
」
と
「
観
普
賢
経
」
を
合
わ

せ
た
十
巻
本

【
図
版
出
典
】

図
1
〜
4
・
6
お
よ
び
H
①
〜
⑲　

羽
豆
神
社
所
蔵
紺
紙
金
字
法
華
経
お
よ
び
心
経
・
阿

弥
陀
経
（
執
筆
者
撮
影
に
よ
る
）

図
5　

栗
棘
庵
所
蔵
宋
版
法
華
経
モ
ノ
ク
ロ
写
真
（
執
筆
者
所
蔵
）

図
7
〜
9　

奈
良
国
立
博
物
館
編
『
法
華
経 

写
経
と
荘
厳
』（
東
京
美
術
、昭
和
六
十
三
年
）

所
収
図
版

C
①
〜
⑲
お
よ
び
S
①
〜
⑲　

須
藤
弘
敏
「
経
絵
に
映
る
宋
と
日
本
」（「
國
華
」
第

一
三
七
六
号
、
國
華
社
、
平
成
二
十
二
年
六
月
）
所
収
図
版


